
 
理事会議事録 

 
 平成３１年４月２１日１３時００分、慶應義塾大学医学部総合医科学研究棟会

議室２において、理事会を開催した。 
 定刻に、代表理事栄田敏之が議長席につき、本会は有効に成立した旨を告げて

議案の審議に入った。 
 理 事 総 数  １１名 
 本日の出席理事数 １０名（家入一郎、奥田真弘、栄田敏之、志賀剛、 

篠崎公一、菅原満、谷川原祐介、本間真人、 
増田智先、三浦崇則） 

 本日の欠席理事数  １名（池田賢二） 
 監 事 総 数   ２名 
 本日の出席監事数  ２名（越前宏俊、加藤隆児） 
 本日の欠席監事数  ０名 
 
第１号議案 評議員の選出 
 議長は、定款第１２条に従い、評議員を新たに選出したい旨を述べ、その選出

について一同に諮ったところ、満場一致をもって次の者を評議員に選出した。 
 

倉田賢生 （福岡市民病院薬剤部） 
辻泰弘  （日本大学薬学部） 
山田智之 （大阪医科大学病院薬剤部） 

（計３名、五十音順） 
 
なお、次回の定時社員総会にて、選任決議が行われることを確認した。 
 
第２号議案 平成３０年度決算、平成３１年度予算案について 
 議長は、平成３０年度決算、平成３１年度予算案を承認したい旨を述べ、その

内容について一同に諮ったところ、原案を一部修正し、満場一致をもって承認さ

れた。 



 
第３号議案 学会ホームページの件 
 議長は、学会ホームページのリニューアル（案）を承認したい旨を述べ、その

内容について一同に諮ったところ、原案を一部修正し、満場一致をもって承認さ

れた。なお、９月を目途に新ホームページに移行、会員に対して通知することを

確認した。 
 
第４号議案 総会資料の確認 
 議長は、総会資料を承認したい旨を述べ、その内容について一同に諮ったとこ

ろ、原案を一部修正し、満場一致をもって承認された。 
 
第５号議案 複製許諾依頼に関して 
 議長は、複製許諾依頼を承認したい旨を述べ、その依頼について一同に諮った

ところ、満場一致をもって承認された。 
 
第６号議案 2019年度「TDM研究」優秀論文賞の選考に関して 
 議長は、2019年度「TDM研究」優秀論文賞（大日本住友製薬賞）の受賞者を

選考したい旨を述べ、その選考について一同に諮ったところ、原案通り、満場一

致をもって承認された。なお、受賞者は以下の通りである。 
 
Tatsuro YAMAMOTO et al.（Department of Pharmacy, Tottori University 
Hospital） 
Development of a quantitation method for plasma concentration of 
voriconazole by column-switching LS-MS/MS 
TDM研究, Vol.35, No.1, p.13-21 
 
岡本 剛、他（東京女子医科大学附属八千代医療センター薬剤部） 
タクロリムスとミコナゾール経口用ゲル製剤との薬物間相互作用：併用終了後に

おけるタクロリムス体内動態の変化 
TDM研究, Vol.35, No.4, p.135-141 
 



なお、2019年度「IATDMCT 学術大会」派遣賞に関しては、学術大会期間中に

開催予定である優秀論文賞等選考委員会で選考され、メール会議にて承認決議を

行うことを確認した。 
 
第７号議案 AMR Alliance Japanへの参画に関して 
 議長は、AMR Alliance Japan（2018年11月設立）に継続して参画したい旨を

述べ、その内容について一同に諮ったところ、満場一致をもって承認された。 
 
第８号議案 第４回TDM-QC研究会への協賛に関して 
 議長は、第４回TDM-QC研究会へ協賛したい旨を述べ、その協賛について一同

に諮ったところ、満場一致をもって承認された。 
 
以上の決議に続いて、以下の報告があった。 
 
１．編集委員会報告 
 編集委員会委員長菅原満より、機関誌「TDM研究」の編集・発行状況に関して

報告があった。具体的には、第35巻第2号～第36巻第1号の内容、並びに平成31
年4月16日現在の論文審査状況に関して報告があった。 
 
２．学術委員会報告 
 学術委員会委員長三浦崇則より、第55回セミナー（会期：平成30年11月30日（土）、

代表世話人：増田智先（九州大学病院薬剤部））、第56回セミナー（会期：平成31
年1月19日（土）、代表世話人：三浦崇則（安城更生病院教育研修・臨床研究支援

センター））の内容に関して報告があった。また、第57回セミナー、第58回セミ

ナーの開催予定に関しても説明があった。 
 
３．利益相反委員会報告 
 利益相反委員会委員長篠崎公一より、理事、監事並びにTDMガイドライン策定

委員会委員から提出を受けた利益相反自己申告書に関して、利益相反状態の確認

を行った結果、直ちに問題となる案件はないことが報告された。 
 



４．TDMガイドライン策定委員会報告 
 TDMガイドライン策定委員会委員長増田智先の代理で監事加藤隆児より、抗菌

薬TDMガイドラインの改訂に関して、経過の報告があった。 
 
５．第36回日本TDM学会・学術大会準備状況報告 
 会長志賀剛より、2019年5月25日（土）～26日（日）に、日本橋コングレスク

エアにて開催予定の第36回日本TDM学会・学術大会に関して、準備状況の報告

があった。 
 
６．第37回日本TDM学会・学術大会準備状況報告 
 会長三浦崇則より、2020年5月23日（土）～24日（日）に、名城大学薬学部に

て開催予定の第37回日本TDM学会・学術大会に関して、準備状況の報告があっ

た。 
 
７．日本臓器移植関連学会協議会報告 
 本学会から世話人として参加している理事増田智先より、協議会に関して報告

があった。 
 
 
 以上をもって議案の全部を終了したので、議長は１８時００分閉会を宣した。 
 
 上記の議決を明確にするため、出席代表理事及び出席監事が次に記名押印する。 
 
 
   平成３１年４月２１日 
 
     一般社団法人日本TDM学会理事会 
 
     出席代表理事 栄田敏之 
 
     出席監事   越前宏俊 



 
     出席監事   加藤隆児 
 
 
 

 


